
 臨床研究 

 

「カンジダ・アウリス感染症の微生物学的および臨床的特徴の検討」について 

 

 筑波大学附属病院感染管理部・検査部では、標題の臨床研究を実施しております。 

 本研究の概要は以下のとおりです。 

 

① 研究の目的 

カンジダ・アウリスは、2009 年に新しく報告されたカビです。現在、このカビによる感染が世界各国に広まっ

ており、今後日本でも流行する可能性があります。しかし日本では、まだこのカビの検出数が少なく、情報が不

足しています。そのため、このカビおよび感染を起こした時の特徴について検討します。 

② 研究対象者 

2001年 6月 1日から 2032年 12 月 31日までに、当院で細菌検査を受けたすべての患者さん。 

③ 研究期間 

倫理審査委員会承認後から 2033年 3月 31日まで 

④ 研究の方法 

  通常の細菌検査を行う中で、患者さんからカンジダ・アウリスを疑うカビを検出した時、遺伝子検査を用いて菌

名を同定します。カンジダ・アウリスと同定した場合、どのような薬剤が有効かなど、その株の微生物学的特徴

を解析します。あわせて、その株を検出した患者さんと検出しなかった患者さんの診療情報を、診療録から抽出

し、カンジダ・アウリスを検出した患者さんの特徴を解析します。 

⑤ 試料・情報の項目 

  患者さんから検出された、カンジダ・アウリスを疑うカビ。 

  診療記録(材料、診療科、病棟、性別、年齢、入院日、退院日、出生地、転居歴・渡航歴、発症場所、既往歴、

現病歴、先行侵襲手技、先行治療薬、発症日、バイタルサイン、理学所見、血液等の体液検査所見、放射線学的

所見、内科的治療の内容、外科的治療の内容、転帰など)。 

⑥ 試料・情報の第三者への提供について 

提供することはありません。 

⑦ 試料・情報の管理について責任を有する者 

筑波大学附属病院感染管理部 人見重美 

⑧ 本研究への参加を希望されない場合 

患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、診療情報の利用または提供の停止を希望される場

合は、下の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合

もございます。 

⑨ 問い合わせ連絡先 

筑波大学附属病院：〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 

所属・担当者名：検査部 齊藤 義陽 

連絡先：（電話番号）0298−53−3684 （平日 9〜17時） 


